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2018年
夏号

社会福祉法人  幸楽会 〒010-0136　秋田市上新城中字片野4番地

幸楽園居宅介護支援事業所
幸楽園訪問介護ステーション

☎018-870-2226
☎018-827-7566

外旭川デイサービスセンター 幸　〒010-0802　秋田市外旭川字鳥谷場136番　☎018-868-5415

特別養護老人ホーム幸楽園
シ ョ ー ト ス テ イ 幸 楽 園
幸楽園在宅介護支援センター

☎018-870-2224
☎018-870-2227
☎018-870-2226

～グループ外出～ 外食したり、お買い物したり、笑顔いっぱい、楽しんでいただきました。
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幸楽園だより
2018.夏

幸楽園ぬくもり写真館幸楽園ぬくもり写真館

初期消火訓練
　いざと言う時に備えて、職
員・宿直員による消火訓練を
実施しました。総合防災訓練
も行い、防災対策に努めてま
いります。

外出デイ ～イオン土崎店で買物～ 演芸会 ～毎月が楽しみです～

どれにしようかしら… 私はこれにする

お花見 ～園庭で満開の桜を
　　　　　楽しみました～ 100才

佐藤　夛治郎 様
　大正７年２月10日生、当園開設以来男性では初
の百歳を迎えられました。
　当日は、ご家族様と一緒にお祝いしました。こ
れからも増々お元気でお過ごし下さい。おめでと
うございます。

祝
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幸楽園ほっと通信幸楽園ほっと通信
ご利用者の皆様が、安心して楽しく安全に過ごしていただけますようお手伝いをいたします。

幸楽園居宅介護支援事業所幸楽園居宅介護支援事業所 幸楽園在宅介護支援センター幸楽園在宅介護支援センター
　高齢者の運転による交通事故のニュースを耳にすることが増えてきています。年齢に伴う判断力や運
転技能の低下は、事故に直結する可能性が高い為、ご自分で運転能力の衰えを感じたときやご家族が危
ないと感じたときは、高齢者の運転について考える時期だと思います。車がないと買い物等不便になり
ますが、家族の協力を得たり、スーパー宅配サービスや介護サービス等、利用できるサービスもありま
す。お困りのことがありましたらどうぞご相談ください。
介護や生活に関するお問い合わせは
TEL 018-870-2226　までお電話ください。

　住みなれたご自宅で、身体介護や調理・掃除・洗濯・買
い物などの生活援助を行います。要介護のご利用者様には、
介護サービスを提供しております。要支援のご利用者様と、
基本チェックリストを受けて生活機能の低下がみられたご
利用者様には、平成29年４月から介護予防・日常生活支援総合事業にてサービスを提供しております。

ご利用については　☎ 018-827-7566　担当：児玉・松山

幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション

満開の桜の下でハイピース　 手作りデザート♪おいしい♡ 良く育ちました～♪
おみそ汁でいただきました

おめでとうございます バランスゲーム…皆さん真剣です セリオンにて…バンザーイ！
高い…高い…

お誕生日会 レクリエーション 外出デイ

お花見 喫茶 えんどう豆の収穫

私達スタッフがお手伝いします。



4

幸楽園だより
2018.夏

外旭川デイサービスセンター幸外旭川デイサービスセンター幸
　当デイサービスセンターでは、ご利用者の皆様と一緒に、余暇活動を楽しんだり、ゲームを取り入
れたリハビリテーションを実施して、健康の維持・増進のお手伝いをいたします。
　お試し利用や見学も随時行っていますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

☎018-868-5415　橋本・堀井まで

トマト、きゅうり、
ナスを植えました。
収穫が楽しみです。

買い物外出 まるごと市場へＧＯ！～茨島～

畑作り

学生さんと
ゲーム

聖霊女子短期大学付属
高等学校の学生さんと

遊びリテーション

お花見 ～新屋～

幸
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平成29年度　決算報告

金額

収　
　

入

事業活動収入 398,843,867

施設整備等補助金収入 6,000

その他の活動収入 4,821,196

収入合計 403,671,063

支　
　

出

事業活動支出 385,187,537

施設整備活動等支出 1,154,423

その他の活動支出 14,750,227

支出合計 401,092,187

当期資金収支差額 2,578,876

前期末支払資金残高 155,354,160

当期末支払資金残高 157,933,036

資金収支計算書
区　　分 金　　額

資産の部 698,406,067

負債の部 77,756,528

差引純資産 620,649,539

財産目録
金額

収　
　

益

サービス活動収益 397,717,660

サービス活動外収益 1,058,167

特別収益 112,097,818

収益合計 510,873,645

費　
　

用

サービス活動費用 398,822,505

サービス活動外費用 628,600

特別費用 170,689

費用合計 399,621,794

当期活動増減差額 111,251,851

前期繰越活動増減差額 162,678,492

その他積立金積立額 10,000,000

次期繰越活動増減差額 263,930,343

事業活動計算書 （単位：円）（単位：円） （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科目 金額 科目 金額

流動資産 172,303,425 流動負債 28,391,389

固定資産 526,102,642 固定負債 49,365,139

負債の部合計 77,756,528

純　資　産　の　部

基本金 76,424,364

国庫補助金等特別積立金 160,294,832

その他の積立金 120,000,000

次期繰越活動収支差額 263,930,343

純資産の部合計 620,649,539

資産の部合計 698,406,067 負債及び純資産の部合計 698,406,067

貸借対照表 （単位：円）

＊各会計の財務諸表は、法
人本部に備え付けてあり、
閲覧できます。

　今回は村井肇先生にスポットを当ててみました。
　平成14年４月より嘱託医として当園ご利用者の健康管理をしていただいております。又、産業
医・入所判定第三者委員としてもお世話になっております。
１）出身は？
　　秋田県秋田市です
２）趣味は？
　　城を見る事、滝を見る事
３）何故医師に？
　　義兄にあこがれて
４）もし、ゆっくり出来る休みが取れたら？
　　旅行がしたい

～特別養護老人ホーム嘱託医：村井Drをご紹介します～

＜調理室＞

　前庭にて栽培し、大収穫！
すじとりもお手伝いしていた
だき、お味噌汁の具となった
“よさくまめ”。「だしが良く
出ていておいしい」と大変喜
ばれていました。

さやえんどう

佐藤 夛治郎 様
佐藤 夛治郎 様

祝100歳
祝100歳

～村井先生による施設内研修～　「骨折について」
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古
仏
教
の
聖
地
、
湯
の
里

１　

江
戸
期
の
語
り
部
、
真
澄

　

新
城
川
の
支
流
、
湯
の
里
川
の
源
流
の
近
く
に
、「
湯
の
里
」
と
い
う
ひ
な
び
た
十
軒
ば
か
り
の
集
落
が
あ
る
。
け
れ

ど
も
こ
の
地
は
、
遥
か
千
数
百
年
む
か
し
に
溯
る
悠
久
の
ロ
マ
ン
が
あ
る
。
そ
の
壮
大
な
夢
物
語
り
は
、
江
戸
期
の
紀
行

家
、
菅
江
真
澄
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　

真
澄
が
こ
こ
新
城
・
沢
之
内
、
湯
が
又
村
を
訪
れ
た
の
は
文
化
十
四
年（
１
８
１
７
）
八
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の

と
き
の
風
聞
の
あ
れ
こ
れ
を
書
き
残
し
た
の
が『
花
の
出
羽
路
』
で
、そ
の「
筆
の
ま
に
ま
に
」
の
な
か
に〝
ゆ
か
の
ふ
る
寺
〟

と
題
し
て
雄
渾
に
書
き
留
め
て
い
る
。

　

以
下
そ
の
大
要
を
転
記
す
る
。
新
城
之
庄
、湯
カ
股
の
里
に
大
き
な
滝
が
あ
っ
て
、か
た
わ
ら
に
滝
本
山
不
動
院
が
建
っ

て
い
る
。
な
か
に
阿
遮
羅
明
王
像
が
鎮
座
し
て
い
る
。
境
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
湯
が
湧
い
て
い
て
、
こ
こ
は
さ
る
弘

仁
天
長
の
初
期
、
諸
国
遍
歴
中
の
慈
覚
大
師
が
立
ち
寄
っ
て
湯
浴
み
し
た
際
に
刻
ん
だ
と
言
う
、
丈
三
寸
ば
か
り
の
不
動

明
王
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　

温
泉
は
不
動
明
王
の
霊
徳
か
ら
あ
ま
た
多
く
の
特
効
が
あ
っ
た
が
、
天
慶
の
大
地
動
で
冷
泉
に
変
わ
り
、
荘
重
を
極
め

た
伽
藍
も
ま
た
谷
に
埋
没
し
た
。

　

寺
社
は
そ
の
後
、
再
建
さ
れ
幾
度
か
修
復
を
繰
り
返
し
た
も
の
の
、
い
つ
し
か
堂
宇
は
荒
れ
果
て
、
御
仏
像
も
雨
ざ
ら

し
の
憂
き
目
に
な
っ
て
来
た
。
信
仰
心
の
篤
い
村
人
た
ち
は
、
久
保
田
の
仏
師
に
新
し
い
大
き
な
不
動
尊
像
を
造
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
胎
内
に
く
だ
ん
の
仏
像
を
移
し
替
え
た
。
享
保
二
年
の
こ
と
と
言
う
。
寺
院
は
文
化
十
四
年
に
改
築
さ
れ
た

が
、
仏
像
は
今
で
も
、
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

２　

異
説
、
梅
津
政
景
の
守
護
神
像
論

　

慈
覚
大
師
が
造
ら
れ
た
と
い
う
胎
内
仏
は
、
確
か
に
現
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
御
像

は
後
世
、
梅
津
政
景
の
守
護
神
だ
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。
そ
の
縁
起
は
ま
た
に
し
て
真

澄
は
、
壮
大
な
堂
宇
が
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
を
聞
き
稿
を
改
め
真
澄
一
流
の
推
論

を
展
開
す
る
。

　

そ
れ
は
こ
の
地
の
地
名
、
湯
が
股
に
結
び
付
け
、〝
ゆ
か
の
古
寺
〟
を
焦
点
に
し
た

一
文
だ
。
こ
の
地
は
地
名
か
ら
思
う
に
三
大
実
録
、
貞
観
の
く
だ
り
に
出
て
来
る
出
羽

国
の
定
額
寺「
瑜
珈
寺
」
の
古
址
で
は
な
い
か
と
言
う
の
だ
。「
旭
岳
の
下
の
川
は〝
旭

股
川
〟
と
言
う
し
、
浅
利
の
碑
の
建
つ
と
こ
ろ
は〝
浅
利
や
股
〟
だ
。
そ
れ
な
ら
こ
の

地
は
瑜
珈
寺（
ユ
カ
マ
タ
）
が
略
さ
れ
て
、
湯
か
股
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
」。

　

さ
ら
に
続
け
て
こ
う
も
書
い
て
い
る
。「
ほ
か
に
も
天
台
の
大
寺
が
い
く
つ
か
あ
っ

た
が
、
一
寺
は
隣
の
小
又
に（
阿
仁
の
小
又
で
な
い
と
断
っ
て
い
る
）
移
さ
れ
て
、
日

徳
山
昌
東
院
に
な
っ
て
い
る
」。

　

こ
の
と
き
に
真
澄
が
見
た
地
震
で
倒
壊
し
た
大
寺
の
跡
は
、
不
動
明
王
堂（
現
、
滝

本
神
社
）
の
下
側
、
二
丁
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
は「
毘
沙
門
」
の
字

名
の
田
畑
に
な
っ
て
い
た
と
言
い
、
天
台
宗
、
多
聞
天
の
堂
だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

次
号
に
続
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
田　

賢
之
助
）

新
人
職
員
紹
介

滝
城
　
る
み
子

①
野
鳥（
鳴
き
声
）

②
な
か
な
か
捨
て
ら
れ
な
い
、

使
わ
な
い
物
、
着
ら
れ
な
い

物
を
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し

た
。（
…
少
し
だ
け
）

③
何
事
に
も〝
ま
ず
一
歩
〟
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
好
き
な
動
物

②
最
近
挑
戦
し
て
み
た
事

③
今
後
の
抱
負

三
浦
　
真
樹

①
犬

②
パ
ン
作
り
、
山
菜
採
り

③
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
相
手
の

身
に
な
っ
て
援
助
す
る
事
と
、

仕
事
育
児
の
両
立
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
〈
調
理
員
〉

  

外
旭
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
幸
〈
介
護
職
員
〉

　

今
期
初
め
て
広
報
委
員
長
の
大
役
を
拝
命
し
、
ご
利

用
者
様
の
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
届
け
た
く
、
数
枚
の
写
真

に
絞
る
の
に
悩
み
ま
し
た
。
次
回
は
、
自
分
の
笑
顔
も

届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
英
）


